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2．キウス7遺跡縄文時代後期下部単孔土器



例 言

1．本書は平成5年度に当センターが実施した北海道横断自動車道（千歳～夕張）建設用地内の埋蔵

文化財包蔵地の発掘調査報告である。

2．本書の執筆・編集は千葉英一、皆川洋一、鎌田望が行った。

3．各種分析等は下記に依頼した。

脂肪酸株式会社ズコーシャ

金属製品岩手県立博物館赤沼英男氏

4．整理報告終了後の出土遺物および記録類については千歳市教育委員会が保管する。

5．調査・整理報告にあたっては下記の諸機関、各氏からご指導ご協力をいただいた。

（敬称略、順不同）

文化庁、北海道教育委員会、千歳市教育委員会、 日本道路公団札幌建設局千歳工事事務所、

渡辺重建工業株式会社

北海道大学吉崎昌一

北海道開拓記念館野村崇、平川善祥、 山田悟郎、右代啓視、小林幸雄、手塚薫

千歳市教育委員会田村俊之、松田淳子、高橋理、遠藤昭浩、豊田宏良

千歳市役所大谷敏三

恵庭市郷士資料館松谷純一、上屋真一

苫小牧市埋蔵文化財調査センター佐藤一夫、工藤肇、宮夫靖夫、渡辺俊一、二階堂啓也、

大泉博嗣、鈴木耕栄、赤石慎三、兵藤千秋

札幌市埋蔵文化財センター加藤邦雄、羽賀憲二、上野秀一、仙庭伸久

江別市郷士資料館高橋正勝、直井孝一、野中一宏、稲垣和幸

江別市役所園部真幸

石狩町教育委員会石橋孝夫、工藤義衛

前土地所有者村本重雄松浦武、坪井義幸、佐藤松次郎



記号等の説明

1．遺構の表記には以下に示す記号を用いた。

H:住居跡HP :住居跡に伴うピット HF :住居跡に伴う焼土もしくは炉

P :土曠SP :小ピット TP :Tピット F:焼土C:炭化物集中

FC:フレィク・チップ集中

キウス7遺跡の土壌および焼土の遺構記号の頭には樽前c降下軽石(Ta-c)層より上位のものに

Uを、下位のものにはLを付した。

2．遺構図の数値は標高（単位m)である。

3． 図の方位は真北を示し、磁針方位は西偏約8． 30'である。

4．遺構平面図の発掘区標示のうち、例えばM-100E3S2mとあるのはM-100グリッドの標示杭

から東へ3m、南へ2mの位置を示す。

5．遺構の規模は「確認面での長軸長×短軸長／床（底）面での長軸長×短軸長／確認面からの最大

深」の順で記した。一部壊されているものは現存長を（ ）で示し、不明のものは－で示した。

6．土層名は下記の略号、略称を用いた場合がある。

樽前a降下軽石層:Ta-a層 第1黒色土層: I黒層

樽前c降下軽石層:Ta-c層 第Ⅱ黒色土層： Ⅱ黒層

恵庭aローム層:En-aローム層(En.L) 恵庭a降下軽石層:En-a層(En-P)

※火山灰の層名・略号は下記による。 （ ）内はそれをさらに簡略化したものである。

曽屋龍典・佐藤博之（1980） 『千歳地域の地質j

北海道火山灰命名委員会（1982） 『北海道の火山灰」

7．土層の混在状態は上記の略号などを用いて下記のように表してある。

A+B :AとBがほぼ同量に混じる。

A>B :AにBが少量混じる。

A>B:AにBが微量混じる。

8．土層の色調説明には『新版標準土色帖1988年版」を用いたところもある。

9．石器・石製品等の大きさは最大長、最大幅、最大厚の順で記し、破損しているものについてはそ

の数値を（ ）で括ってある。
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I 調査の概要

I 調査の概要

1 ．調査要項

事業名 北海道横断自動車道（千歳～夕張）埋蔵文化財発掘調査

委託者 日本道路公団札幌建設局

受託期間平成5年4月1日～平成6年3月31日

調査遺跡オサツトー1遺跡 ｜ キウス7遺跡

登載番号A-03-269 1A-03-265

所在地 千歳市中央730-15, 2475-1 1 千歳市中央852-2･34･73･74･88･94～97

調査面積1,700㎡ ’ 5,613㎡

発掘期間 7月29日～9月4日 ’ 5月6日～7月15日、 9月6日～10月27日

2．調査体制

調査部長 森田知忠

調査第3課長 千葉英一（発掘担当者）

文化財保護主事 皆川洋一（発掘担当者）

嘱 託 鎌田望

調査補助員 袖岡淳子（8月2日から）

3．調査にいたる経緯

昭和62年10月に日本道路公団札幌建設局（以下道路公団という）から北海道教育委員会（以下道教

委という）に北海道横断自動車道（千歳～夕張）建設について埋蔵文化財保護のための事前協議書が

提出された。 これを受けた道教委は、昭和63年4～5月に千歳～夕張の全線を対象として所在確認調

査を実施し、 19箇所の埋蔵文化財包蔵地について範囲確認調査が必要との回答が出された。

その後平成3年8月に道路公団が用地を決定したのに伴い、道教委は同年10月 （第一次）および4

年11月 （第二次）にキウス7遺跡、 4年5月にオサツトー1遺跡の範囲確認調査を実施した。 この結

果を基に両者で取扱いについて協議したが、工事計画の変更が不可能であることから発掘調査が必要

となり、 当センターが実施することとなった。

なお、 キウス7遺跡は仮称キウスPA(パーキングエリア）部分にあたるため面積が広く、平成5

年9～10月に実施された第三次範囲確認調査の結果を加えて、 27,850㎡となっている。

4．調査結果の概要

(1 )オサツトー1遺跡

遺構は土墳墓2基、焼土19箇所、 フレイク・チップの集中1箇所が確認された。土壌墓は2基とも

アイヌ文化期のもので、 このうちP－2では壌底から刀子、周囲からは鉄鍋・鉄斧・火打石などが出

土しており、土曠の形態や遺物の特徴からアイヌ文化期のなかでも古い段階のものと考えられる。焼

士はその層準から縄文時代～アイヌ文化期のものである。 フレイク・チップの集中は調査区北側の境

界付近にあり、すべて黒曜石で453点を数える。

遺物は土器24点、石器類489点、礫・礫片196点、金属製品8点、 自然遺物8点の計725点出土した。
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I 調査の概要

図1－1 遺跡の位置(1) この地図は国土地理院発行2万5千分1地形図｢長都｣を使用したものである。
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4調査結果の概要

図1－2遺跡の位置(2) この地図は国土地理院発行5万分1地形図「漁」 （大正5年及6年測図）の

印画を使用したものである。
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I 調査の概要

土器はいずれも小破片で、その時期は縄文時代早期、 中期～晩期である。石器は磨製石斧が19点、石

鐡．ポイント ．スクレイパー．たたき石・砥石．台石．火打石各1点のほか463点のフレイク．チップ

がある．金属製品には上記のもののほかに棒状鉄製品・キセルの吸口が、 自然遺物には獣骨片、貝皮、

種子などがある。

なお、鍋・斧・刀子の鉄製品3点の分析結果については、次年度に報告する。

(2)キウス7遺跡

調査は用地買収および山林伐採の進行状況ならびに工事計画にあわせ二回に分けて行ない、一回目

は畑地部分を、二回目は北側側道（工事用道路）の山林部分を調査した。

遺構は樽前c降下軽石(Ta-c)層を境にしてその上位から土壌38基、焼土42箇所、道跡？2条、炭

化物集中1箇所が、下位からは住居跡3軒、土壌24基、小ピット9個、 Tピット1基、焼土40箇所が

確認された｡これらのうち北側側道にあたる105ラインより西側（図Ⅲ－2，網かけ部分）で確認され

た土壌43 （上層36、下層7）基焼土62 （上層39、下層23）箇所、道跡および出土した遺物について

は6年度以降に報告する。

住居跡はいずれも畑地造成の際に削平された部分のEn-aローム層で焼土（炉跡） と柱穴が検出され

たものである。時期は縄文時代中期もしくは後期と推定される。土壌は縄文時代後．晩期、続縄文時

代のものが多く、それらの一部は墓曠と考えられる。Tピットは，基のみであるが、 これまでの例か

ら見て次年度以降調査区に分布しているものと推測される。

なお、後．晩期の土壌(LP-1 ･ 11 ･ 12)に関する残存脂肪酸の分析結果については、後年次に

他の土壌と併せて報告する予定である。

遺物は今年度報告対象地区では9,204点出土した。その内訳は土器5,903点、石器類1,531点、礫．礫

片1,760点、土製品6点、石製品2点、 自然遺物2点である。土器は縄文時代後期．晩期を主体とし、

ほかに早期・中期、続縄文時代のものが出土している。石器については器種の欠落はほとんどないも

のの、数的にはポイント類やつまみ付きナイフが少ない。

5．遺物の分類

(1 )土器

北海道横断自動車道（千歳～夕張）の調査は平成5年が初年度であり、今後数年間の調査が予定さ

れている。 したがって、今年度は「美沢川流域の遺跡群』での分類基準を用いることとし、細部につ

いては今後の調査結果によって加除する予定である。

※は今年度出土しているもの

I群縄文時代早期に属するもの。

a類貝殼腹縁圧痕文、条痕文のある土器群。

b類縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文などの施される土器群。

b-1類東釧路Ⅱ式、東釧路Ⅲ式に相当するもの。

※b-2類コッタロ式に相当するもの。

b-3類中茶路式に相当するもの。

※b-4類東釧路Ⅳ式に相当するもの。

Ⅱ群縄文時代前期に属するもの。

Ⅲ群縄文時代中期に属するもの。

a類円筒土器上層式に相当するもの。
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5遺物の分類

b類 a類以外のもの。

※b-1類天神山式に相当するもの。

※b-2類柏木川式に相当するもの。

b-3類北筒式（トコロ6類)、 ノダップⅡ式、煉瓦台式に相当するもの。

Ⅳ群縄文時代後期に属するもの。

※a類余市式、入江式に相当するもの。

※b類船泊上層式、手稲式、糀澗式、エリモB式に相当するもの。

※c類堂林式、三ツ谷式、御殿山式に相当するもの。

V群縄文時代晩期に属するもの。

a類大洞B式、上ノ国式に相当するもの。

b類大洞C,式、大洞C2式に相当するもの。

※c類大洞A式、大洞A'式、 タンネトウL式に相当するもの。

※Ⅵ群続縄文時代に属するもの。

Ⅶ群擦文時代に属するもの。

(2)石器・石製品

器種別の大分類にとどめ、記号による細分は行っていない。剥片石器には石鍼、石錐、ポイントも

しくは両面加工のナイフ、つまみ付きナイフ、 スクレイパー類、模形石器などが、礫石器には磨製石

斧、たたき石、すり石、砥石、石皿・台石、火打石？などがある。ほかに石核、剥片．石屑、加工痕

ある剥片(Rフレイク)、刃こぼれ状の使用痕ある剥片(Uフレイク）および焼礫有意と考えられる

礫自然礫がある。石製品には撤攪岩製の管玉がある。

なお、表中の石材の略号は次の通りである。

And. (Andesite) 安山岩 Che. (Chert) チャート

Gr-Mud. (Green-Mudstone) 緑色泥岩 Gr-Sa. (Green-Sand) 緑色砂岩

Mud. (MudStone) 泥岩 Obs. (ObSidian) 黒曜石

Per.(Peridotite) 傲攪岩 Qua. (Ouartzite) 珪岩

Sa. (Sand) 砂岩 Sch. (Schist) 片岩

Ser. (Serpentinite) 蛇紋岩 Sh. (Shale) 頁岩

(3)土製品

有孔円盤状、オロシガネ状、 スタンプ状士製品の破片のほか焼成粘土塊がある。

(4)金属器・金属製品

鉄鍋、鉄斧、刀子、 キセルの吸口などがある。

(5)自然遺物

獣骨片・カワシンジュガイの皮などの動物遣存体、ニシキギ科．モクレン科．ユリ科の種子などの

植物遣存体がある。

－5－



I 調査の概要

表1－1 遺構数一覧
キウス7遺跡の左欄 5年度調査数

本書報告数

次年度以降報告数

ｵｻﾂﾄｰl鋤キウス7遺跡

0 3 3 1 0

2 62 19 1 43
：

0 9 9 1 0

0 1 1 1 0

19 82 20 1 62

0 1 1 1 0

1 0 0 1 0

0 2 0 1 2

0 2 2 1 0
22 162 55 1 107

中欄

右欄|住居跡 (H)

卜

卜

壌

シ

シ

土

。
○

上

上

士

小

Ｔ

焼

⑰
一
四
一
ｍ
一
⑨

炭化物集中 (C)

フレイク・ﾁｯﾌ集中(FC)

道 跡 ？

杭 跡

計

表1－2遺物数一覧

ｵｻﾂﾄｰl鋤

24

489

196

0

0

8

8

725

キウス7遺跡

5，903

1，531

1，760

6

2

0

2

9，204

計
”
皿
恥
６
２
８
ｍ
羽

５

２

１

９

土 器

石 器

礫・礫片

土製品

石製品

金属製品

自然遺物

計
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Ⅱ オサツトー1遺跡

Ⅱオサツトー1遺跡
1 ．立地と環境

おさつ

千歳市と長沼町の境界付近は石狩勇払低地帯の沖積低地である。かつては長都沼をはじめとする沼

と、それを取り巻く湿地が広がっていた（図1-2)。長都沼（オサツトー）の北東には馬追沼（マオ

イトー）があった。馬追沼には北から馬追川、東から剣淵川が流入していた。馬追沼から流出した水

はイカベツ川となり、オルイカ川と合流して長都沼に流入していた。増水時には、 イカベツ川は姿を
しゆくぱい

消し、付近は沼と化したという。また、長都沼には、南から千歳川・長都川・祝梅川が流入していた。

安政4年に長都沼を北から南へ舟行した松浦武四郎は、次のように記録している。 「…ヲサツトウえ出

けり。然る処周廻は凡三里計、 あさくして周りは蘆荻のみ生えたり。此処より南の方に行て千歳川す

じえ入る也。右え入てヲサツの方え入るなり。また東の方え入ればシユクハイえ入るなり。北え入れ

ばマヲイの方え入る也。依て此沼え落口四ツ、出口は一ツなり。…｣。長都沼へ流れ込んだ水は沼の西

から流出し、北流する千歳川となって石狩川に注いでいた。古来より、 この千歳川水系は、 日本海側

の石狩と太平洋側の勇払を結ぶ交通路として、重要な役割を果たしていた。江戸時代元禄期の松前藩

領の頃には長都川流域に、 シコツ十六場所の一つとしてヲサツ場所が設けられていた。 しかし、明治

時代以降開拓が進展してくると、この一帯は長都原野と呼ばれる洪水常襄地帯とみなされるようになっ

た。昭和26年から昭和44年にかけて国営灌概排水事業他造成事業により耕地が造成され、 これらの沼

や湿地は姿を消していった。本遺跡はその長都沼の東側の微高地（標高7～9m)に立地しており、

遺跡の名称はこれによる。
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Ⅱ オサツトーl遺跡

なお、オサツトーとはアイヌ語のO-sat-to「川尻の・乾いた．沼」で、沼に注ぐ長都川(O-sat-nay
「川尻の・乾いた．川｣）の川口が砂で埋まったことにちなむ。

調査前の遺跡の現況は、大部分が林地で一部は畑地であった。標高の低い部分には水成の灰白色粘

土層が認められ、遺跡形成期にも周囲は沼・湿地であったことがうかがえる。その粘土層直下には、

おおむね8.0mと8.5mのコンターを中心に2列の帯状に炭化材・炭化物が残っており、汀線の推移を
物語っている。

2．発掘区の設定

本線のセンター杭STA.115+20とSTA.115+60を見通す線をMラインとし､北側4mをLライン、

南側4mをNラインとして順次4mごとのラインを設定した｡次に､これらのラインに直交するライン

を4mごとに設定した｡このラインはSTA.115+00を25とし東へ向かって26,27,28と数字で示した。

このようにして区画された4m四方の区画については､周囲の4点のうちもっとも若い順位の記号を区

画の記号としている｡たとえば､M-30,M-31,N-30,N-31の4点で囲まれた区画はM-30となる。

また､さらにこの区画を4分割した2m四方の区画を､北西から反時計廻りにa， b、 c，。と細分した。

3．土層

表土層から明黄褐色軽石層（恵庭a降下軽石層）まで、次のI～Ⅷ層に大別した。 また、 Ⅱ層はⅡ

aとⅡbに細分した。

I 表土層（褐灰:HuelOYR4/1)

Ⅱa灰白色軽石層（灰白:HuelOYR8/1)

層厚約40cmの樽前a降下軽石(Ta-a)層｡上位は粒径0.5～2.0cmで､層厚は約15cmである｡下位は粒径

0.5cm以下の火山灰と､褐色で砂質の薄い火山灰層とが互層をなしており層厚は約25cmである。

Ⅱb灰白色粘土層（灰白:HuelOYR7/1)

層厚約20cmの水成堆積の粘土層。標高の高い所には見られず、低くなるにつれて層厚が厚くなる。
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3 土層

層中には炭化塊や炭化物、酸化鉄を含む。

黒色士層（黒:Hue7.5YR2/1)

層厚約10cmの腐植士層。粘性に乏しく締まりがない。乾燥すると微細なクラックが生じる。縄文

時代晩期とアイヌ文化期の遺物が出土する。美沢川流域の「第1黒色士層」に相当する。

褐色軽石層（にぶい黄褐:HuelOYR4/3)

樽前c降下軽石(Ta-c)を主体にV層混在する層。安定した層厚は見られず、 V層との境界は不

明瞭である。場所によっては全く見られないところもある。縄文時代晩期の遺物が出土する。

暗褐色土層（褐:HuelOYR4/4)

層厚20cm程の腐植土を含む粒子の粗い土の層。堅く締まり粘性に乏しい。層中には酸化鉄を含む。

縄文時代早期～晩期の遺物が出土する。美沢川流域の「第Ⅱ黒色土層」に相当する。

褐色土居（褐:HuelOYR4/6)

わずかに腐植土を含む細砂層。層厚は約40cmで、層中には酸化鉄を含む。V層との境界は不明瞭

Ⅲ

1V

V

Ⅵ

である。

明黄褐色ローム層（にぶい黄褐:HuelOYR4/3)

風化作用によってローム化した恵庭a降下軽石(En-a)層。

明黄褐色軽石層（黄褐:HuelOYR5/8)

恵庭a降下軽石(En-a)層。

Ⅶ

Ⅷ

表Ⅱ－1 層別遺構数

表Ⅱ－2遺構出土遺物数

表Ⅱ－3層別出土遺物数
口

叩

製

０

４

０

０
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６
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ｌ
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０
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１
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計
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Ⅱ オサツトー1遺跡
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4遺構

4．遺構

(1)土壌墓

形態の異なるアイヌ文化期の士墳墓が2カ所検出された。 P－1はⅡb層より上位の土層P－2

はⅢ層の上位から掘り込まれており、後者はより古い段階のものと考えられる。

P-1 (図Ⅱ－4、図版Ⅱ－2-1 ･ 2， Ⅱ－6)

位置F-27-c、 F-28-b

規模一×－／2.58×0.84/0.01m長軸方向N-84°－W

特徴P-1は調査区西側で検出された士墳墓の曠底部分である。掘込みはⅡb層より上位の土層か

らなされている。Ⅲ層上面の調査中に白色粘土の入る輪郭と金属製品を認め遺構と判断した。平

面は長軸方向が東西で西側の幅が広く東側でやや狭い不整長方形である｡頭位は西側と推定され､ ，

図示した位置から1と2の遺物が出土した。

遺物 1は銅製のキセル吸口部、 2は断面が四角の棒状鉄製品である。

時期アイヌ文化期

P-2 (図Ⅱ－5 ･ 6、図版Ⅱ－3， Ⅱ-3， Ⅱ4－1， Ⅱ－6， 7)

位置G-32-c、 G-33-b

規模 1 .30×0.71／1.16×0.60/0.40m長軸方向N-75。－E

特徴調査区中央やや東よりの平坦部で検出された土壌墓である。Ta-a除去作業中に伏せた鉄鍋底部

を認め、 Ⅲ層上面で掘上げ士の広がりと窪みを確認した。掘込み面はⅢ層上面より約1cm下であ

る。平面形は隅丸の長方形で墳底は西側が深く傾斜している。周囲には南～南東側に焼土(F-

4a)、南東側に小ピットと焼土(F-4b)、集石が位置しており、掘り上げ土は北側に向かっ

て広がる。周囲の焼土・集石は鉄鍋と共に意図的に配置されたと考えられる。長径から被葬者が

成人の場合、 「屈葬」の埋葬形態が取られた可能性がある。

遺物は曠底掘込みの付近、周辺で出土している。曠底からは切っ先を東に向けた刀子（2）

が出土した。 また、破線で示した場所に木製品等の有機質の遺物と思われる痕跡が認められた。

土壌の付近からは、西側に伏せて置かれた鉄鍋（1） と割れた火打石（6）等が出土した。また

少し離れた位置で出土した金属製品（3～5の）は、土墳墓に関連すると考えられここに含めた。

遺物 1は内耳と底部中央に一文字の湯口を持つ鉄鍋である。腐植による細片化が著しく、図は出土

状況を元に推定復元したもので、 内耳の片側と湯口の一部が欠落している。復元された内耳は、

鉄鍋の口唇よりも下がって付いている。 2は比較的大振りの刀子である。鞘や柄の木質部が全体

に付着、残存している。刃から中茎への変換部はなだらかで、 中茎には目釘の穴が一つある。 3

は開いた部分を持つ袋状様の鉄斧である。刃部は丸味を帯び、表裏面に袋部から刃部に向けてが

直線的で段差を持たない。袋部分は全体に厚みを持つ。 4 ． 5は棒状の鉄製品である。 6は火打

石と思われる珪岩製の石器である。

時期アイヌ文化期でもより古い段階と考えられる。
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Ⅱ オサツトー1遺跡

表Ⅱ－4 Ⅲ層焼土一覧
名

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ｍ

ｕ

皿

構

一
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一
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一
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壬
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一
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一

一

一

詔

羽

犯

犯

除

弘

弘

師

犯

瓠

羽

詔

位
咋
降
雁
↑
嘩
雁
泥
咋
卜
雁
医
径

鄙
一
雨
一
輔
一
函
一
函
一
輌
一
輌
一
輌
一
輌
一
琿
一
耐
一
所
一
耐

長軸長×短軸長／最大厚(m)

1.38×0.85／0.07

0.50×0.28／0.02

0.41×0.31/0.02

1.01×0.69／0.09

備 考

表面に灰｡フレイク・チップ,獣骨片,炭化物

焼土上に炭化材あり。炭化物。

表面に灰。炭化物。

P－2に伴う。炭化物，種子。

13×0
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6()×0

44×0

０

０

０

０

／

／

／

／
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１
ｌ
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ｌ
０
ｌ
０

04 古い風倒の凹みを利用。炭化物。

05 表面粘土化｡フレイク・チップ,炭化物。

07 表面粘土化。獣骨片。

02

／0.12 炭化物。

03 炭化物。

／0.02

01 風倒の上。Ⅲ層の面に相当。
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焼土層説明

w燈褐色を呈し、非常に良く焼けて締まっている。
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図Ⅱ－7 Ⅲ層の焼土
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4遺構

(2)焼土

Ⅲ層で12カ所、 V層で7カ所の計19カ所を確認した。全ての焼土サンプルを採取し、微細遺物の検

出を行った。 F－4からユリ科またはユキザサの種子と炭化物、 F－6からチップ、 F－7から獣骨

片を検出した。また、 F-2･ 3 ･ 5 ･ 9 ･10． 13･ 16･ 18からは炭化物を検出した。詳細について

は表にまとめて掲載した。

Ⅲ層の焼土は、以下のA～Dに分けられる。DはA～Cより古い時期のものである。時期が特定で

きるものは、アイヌ文化期の古い時期の墓曠P－2に伴うF－4がある。

A:上面で確認した標高8.8m前後に位置するもの(F-1 ･2･9)

B:上面で確認した標高8.3～8.5mに位置するもの' (F-3･5･8･10)

C:上面で確認した標高7.9mに位置するもの(F-4)

D:下位で確認したもの(F-11 ･ 12)

表Ⅱ－5 V層焼土一覧

長軸長x短軸長／最大厚(m)

0.28×0.08／0.05

0.22×0.18/0.03

0.69×0.29/0.04

0.31×0.23/0.01

1.25×0.42／0.05

0.27×0.12／0.03

0.37×0.30／0.06

0.29×0.09/0.21
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図Ⅱ－8 V層の焼土
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Ⅱ オサツトー1遺跡

V層の焼土は、以下のE～Gに分けられる。GはE･Fより古い時期のものである。

E:上面で確認した標高8.0～8.2mに位置するもの(F-16･ 17･ 19)

F :上面で確認した標高7.4～7.6mに位置するもの(F-13～15)

G:下位で確認したもの(F-18)

Ⅱb層除去後のⅢ層上面には標高8.2m付近と8.4～8.6mの等高線に沿うように､炭化材・炭化物が

分布していた。 これらは、かつての汀線の推移を示している。汀線の推移からA～Cのあいだには時

期差が考えられる。また、 V層においても士が水に漬かっていた形跡が確認されている。 ここでも汀

線の移動が繰り返されていたと仮定すれば、 EとFのあいだにも時期差があると考えられる。

(3)フレイク・チップ集中

調査区北側境界近く、D-32･33でⅢ層からV層にかけて、東西1.5m南北2mの範囲にわたって発

見された。土壌水洗によって得られたものを含めてフレイク・チップ453点、礫片4点が出土した。フ

レイク・チップはすべて黒曜石で、そのなかには両面加工石器製作の際に生じる調整フレイクが含ま

れている。

5．遺物

(1)土器（図Ⅱ－9、図版Ⅱ－8）

Ⅲ～Ⅵ層からごく少量の縄文土器が出土している。 1は磨耗した器面に撚糸文風の羽状縄文が施さ

れるもので東釧路Ⅳ式土器である。 2は貼付帯のある口縁部で、地文には多条の原体による斜行縄文、

貼付帯上には縄線文が2～3本施されている。 3 ． 4は斜行縄文の施された胴部片で胎土には微量の

繊維を含む。 5 ． 6は小型の注口もしくは壺形土器で同一個体である。 口唇の断面は角形で器壁は薄

く、刻みの入った小山形突起を持つ口縁部から頚部には斜行縄文を施した後に細い沈線で区画する文

様帯を持つ。器面には刻みの入る粘土が貼り付けられている。 7～8は鉢形土器と思われるもので、

剥落していない器面には条の乱れた斜行縄文が認められる。

(2)石器（図Ⅱ－9． 10、図版Ⅱ－8）

1は無茎凹基の石鍼。 2は太い茎を有するポイントもしくは両面加工のナイフ。 3はスクレイパー

で、横長剥片の下端に細かい剥離によってやや外響する刃部が作られている。 1～3は黒曜石製。

4～15は磨製石斧。刃先や体部の薄片を含め19点出土しているが、すべて破損品である。接合例や

石質の相違から個体数は17点で、ほかに範囲確認調査の際に出土した1点（12）がある。刃部の形状

は15の片刃状のもの以外はすべて両刃一曲刃である。

16はたたき石で焼けている。 17は砥石片。 18は浅いくぼみ状の潰打痕のある台石片。
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5遺物
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